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ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがと
うございます。
ご使用の前に本書の「安全上のご注意」（2 ～ 5 ページ）を
必ずお読みください。

保証書に「購入日、販売店名」が正しく記入されていること
を必ずご確認ください。

保証書別添付



ご使用の前に、必ずよくお読みください。

必ずお守りください
ここに示した注意事項は、機器を安全に正しくご使用
いただき、お客様やほかの方々への危害や財産への損
害を未然に防止するためのものです。必ずお守りくだ
さい。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見ら
れる所に必ず保管してください。

「警告」「注意」について
誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容
を、危害や損害の大きさと切迫の程度を区分して掲載
しています。

記号表示について
この機器や取扱説明書に表示されている記号には、次
のような意味があります。

異常に気づいたら

電源

分解禁止

水に注意

安全上のご注意

注意喚起を
示す記号

禁止を
示す記号

行為を
指示する記号

• 点検や修理は、必ずお買い上げの販売店またはヤマ
ハ修理ご相談センターにご依頼ください。
• 不適切な使用や改造によりお客さまがけがをした
り機器が故障したりした場合の補償はいたしかね
ますので、ご了承ください。
• 本製品は一般家庭向けの製品です。生命や高額財産
などを扱うような高度な信頼性を要求される用途
に使用しないでください。

下記のような異常が発生した場合、すぐに電
源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。 
• 電源コード /プラグが傷んだ場合
• 機器から異臭、異音や煙が出た場合
• 機器の内部に異物や水が入った場合
• 使用中に音が出なくなった場合
• 機器に亀裂、破損がある場合
そのまま使用を続けると、感電や火災、ま
たは故障のおそれがあります。至急、お買
い上げの販売店またはヤマハ修理ご相談
センターに点検や修理をご依頼ください。

電源コードが破損するようなことをしない。
• ストーブなどの熱器具に近づけない
• 無理に曲げたり、加工しない
• 傷つけない
• 重いものをのせない
芯線がむき出しのまま使用すると、感電や
火災の原因になります。

落雷のおそれがあるときは、電源プラグや
コードに触らない。
感電の原因になります。

電源はこの機器に表示している電源電圧
で使用する。
誤って接続すると、火災、感電、または故
障の原因になります。

警告 「死亡する可能性または重傷を負う
可能性が想定される」内容です。

必ず実行

禁止

禁止

必ず実行

電源プラグを定期的に確認し、ほこりが付
着している場合はきれいに拭き取る。
火災または感電の原因になります。

電源プラグは、見える位置で、手が届く範
囲のコンセントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜く
ためです。 電源を切った状態でも電源プ
ラグをコンセントから抜かないかぎり電
源から完全に遮断されません。

雷が鳴り出したら、早めに電源スイッチを
切り、電源プラグをコンセントから抜く。
火災や故障の原因になります。

長期間使用しないときは、必ずコンセント
から電源プラグを抜く。
火災や故障の原因になります。

この機器を分解したり改造したりしない。
火災、感電、けが、または故障の原因にな
ります。

• 浴室や雨天時の屋外など湿気の多いと
ころや水がかかるところで使用しない。
• この機器の上に花瓶や薬品など液体の
入ったものを置かない。
内部に水などの液体が入ると、火災や感
電、または故障の原因になります。

必ず実行

必ず実行

必ず実行

必ず実行

禁止

禁止
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火に注意

取り扱い

電池

ワイヤレス機器

レーザー

電源 

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
また、ぬれた手でこの機器を扱わない。
感電や故障の原因になります。

この機器の近くで、火気を使用しない。
火災の原因になります。

この機器を落としたり、強い衝撃を与えた
りしない。
感電や火災、または故障のおそれがありま
す。

Qi 充電するときは、本機とモバイル端末
の間に、金属製のもの（金属を含む材質の
ストラップなど）を置かない。
火災ややけどの原因になります。

• コイン / ボタン電池を飲み込まない。
• 使用済みを含む、すべてのコイン / ボタン電
池を乳幼児の手の届くところに置かない。
• 電池ケースが破損したリモコンを乳幼
児の手の届くところに置かない。
本製品に付属するリモコンはコイン/ボタ
ン電池を内蔵しています。
コイン /ボタン電池を飲み込んだ場合、2 時
間以内に深刻な化学やけどや体内組織の融
解が発生し、死亡する可能性があります。
万一、コイン /ボタン電池を飲み込んでし
まった可能性がある場合は、すぐに医師に
ご相談ください。

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

乾電池を分解しない。
乾電池の中のものに触れたり目に入った
りすると、失明や化学やけどなどのおそれ
があります。

• 乾電池を火の中に入れない。
• 乾電池を日光や火のような高温に晒さ
ない。
破裂により、火災やけがの原因になります。

使い切りタイプの乾電池は充電しない。
充電すると破裂や液漏れの原因になり、失
明や化学やけど、けがなどのおそれがあり
ます。

乾電池が液漏れした場合は、漏れた液に触
れない。
失明や化学やけどなどのおそれがありま
す。万一液が目や口に入ったり皮膚につい
たりした場合は、すぐに水で洗い流し、医
師にご相談ください。

医療機器の近くなど電波の使用が制限さ
れた区域で使用しない。
この機器が発する電波により、医療用電気
機器の動作に影響を与えるおそれがあり
ます。

心臓ペースメーカーや除細動器の装着部
分から 15cm以内で使用しない。
この機器が発する電波により、ペースメー
カーや除細動器の動作に影響を与えるお
それがあります。

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

レーザー光源をのぞき込まない。
この機器は、遮るものがないときに可視
レーザー光を放射します。レーザー光線を
直接目に当てることを避けてください。
レーザー光が目に当たると、視覚障害の原
因になります。プラグをコンセントに差し
込まれているときは、ディスクトレイの開
口部や他の開口部に目を近づけて、内部を
見ようとしないでください。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあ
るコンセントを使用しない。
火災、感電、やけどの原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持た
ずに、必ず電源プラグを持って引き抜く。
電源コードが破損して、感電や火災の原因
になることがあります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確
実に差し込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電
したり、プラグにほこりが堆積したりして
火災ややけどの原因になります。

禁止

注意 「傷害を負う可能性が想定される」
内容です。

禁止

必ず実行

必ず実行
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設置

聴覚障害

お手入れ

取り扱い

電池

不安定な場所や振動する場所に置かない。
この機器が落下や転倒して、けがや故障の
原因になります。

この機器を設置する際は、放熱を妨げない。
• 布やテーブルクロスをかけない。
• じゅうたんやカーペットなどの上には
設置しない。
• 通風孔 (放熱用スリット)をふさがない。
• 指定以外の方法でこの機器を設置しない。
• 風通しの悪い狭いところへは押し込ま
ない。
機器内部に熱がこもり、火災や故障、誤動
作の原因になります。  本機の周囲に上
15cm、左右 10cm、背面 10cm 以上のス
ペースを確保してください。 

塩害や腐食性ガスが発生する場所、油煙や
湯気の多い場所に設置しない。
故障の原因になります。

地震など災害が発生した場合はこの機器
に近づかない。
この機器が転倒または落下して、けがの原
因になります。

この機器を移動する前に、必ず電源スイッ
チを切り、接続ケーブルをすべて外す。
ケーブルを傷めたり、お客様やほかの方々
が転倒したりするおそれがあります。

大きな音量で長時間この機器を使用しな
い。
聴覚障害の原因になります。異常を感じた
場合は、医師にご相談ください。

禁止

禁止

禁止

禁止

必ず実行

禁止

ほかの機器と接続する場合は、すべての電
源を切った上で行う。
聴覚障害、感電または機器の損傷の原因に
なることがあります。

オーディオシステムの電源を入れるとき
は、この機器をいつも最後に入れる。電源
を切るときは、この機器を最初に切る。
聴覚障害やスピーカーの損傷の原因にな
ることがあります。

お手入れをする前に、必ずコンセントから
電源プラグを抜く。
感電の原因になることがあります。

この機器のディスクの挿入口から金属や
紙片などの異物を入れない。
火災、感電、または故障の原因になります。

小さな部品は、乳幼児の手の届くところに
置かない。
お子様が誤って飲み込むおそれがありま
す。

以下のことをしない。
• この機器の上に乗る。
• この機器の上に重いものを載せる。
• この機器を重ねて置く。
• ボタンやスイッチ、入出力端子などに無
理な力を加える。
けがをしたり、この機器が破損したりする
原因になります。

必ず実行

必ず実行

必ず実行

禁止

禁止

禁止

接続されたケーブルを引っ張らない。
接続されたケーブルを引っ張ると、機器が
転倒して破損したり、けがをしたりする原
因になります。

指定以外の電池を使用しない。
火災、やけど、または液漏れによる炎症の
原因になります。

電池と金属片をいっしょにポケットや
バッグなどに入れて携帯、保管しない。
電池がショートし、破裂や液漏れにより、
火災やけがの原因になります。

乾電池はすべて +/ －の極性表示どおりに
正しく入れる。
正しく入れていない場合、火災、やけど、
または液漏れによる炎症の原因になりま
す。

長時間使用しない場合や乾電池を使い
切った場合は、乾電池をリモコンから抜い
ておく。
乾電池が消耗し、乾電池から液漏れが発生
し、炎症やリモコンの損傷の原因になりま
す。

乾電池を保管する場合および廃棄する場
合には、テ－プなどで端子部を絶縁する。
他の電池や金属製のものと混ぜると、火
災、やけど、または液漏れによる炎症の原
因になります。

禁止

禁止

禁止

必ず実行

必ず実行

必ず実行
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製品の故障、損傷や誤動作、データの損失を防ぐため、
お守りいただく内容です。

電源
この製品を長時間使用しないときは必ず電源プラグを
コンセントから抜いてください。[z]（スタンバイ /オ
ン） で本機をオフ（スタンバイ）状態にしても微電流が
流れています。

設置
直射日光のあたる場所やストーブの近くなど極端に温
度が高くなるところ、逆に温度が極端に低いところ、ま
た、ほこりや振動の多いところで使用しないでくださ
い。この機器のパネルが変形したり、内部の部品が故障
したり、動作が不安定になったりする原因になります。

無線機能を使用する場合は、金属製の壁や机、電子レ
ンジ、他の無線ネットワーク機器の近くへの設置を避
けてください。
遮蔽物があると通信可能距離が短くなる場合があります。

この機器上に磁気の影響を受けるもの（時計、キャッ
シュカードなど）を置かないでください。

接続
外部機器を接続する場合は、各機器の取扱説明書をよ
く読み、説明に従って接続してください。
説明に従って正しく取り扱わない場合、故障の原因と
なります。

取り扱い
この機器上にビニール製品やプラスチック製品、ゴム
製品などを置かないでください。この機器のパネルが
変色／変質する原因になります。
機器の周囲温度が極端に変化して(機器の移動時や急激
な冷暖房下など )、機器が結露しているおそれがある場

合は、電源を入れずに数時間放置し、結露がなくなっ
てから使用してください。結露した状態で使用すると
故障の原因になることがあります。

お手入れ
お手入れするときは、乾いた柔らかい布をご使用くださ
い。ベンジンやシンナーなどの薬剤、洗剤、化学ぞうきん
などを使用すると、変色／変質する原因になります。

廃棄について
使用済みの乾電池は、各自治体で決められたルールに
従って廃棄してください。

製品に搭載されている機能に関す
るお知らせ
この製品は、日本国内専用です。

無線機能に関するお知らせ
本製品は、電波法に基づく認証を受けた無線機器を内
蔵しています。

（Bluetooth）

「2.4」：2.4 GHz 帯を使用する無線設備
「FH」：変調方式は周波数ホッピング（FH-SS 方式）
「5」：想定干渉距離が 50 m 以内
「XX」：変調方式はその他の方式
「4」：想定干渉距離が 40m以内

：全帯域を使用し、かつ移動体識別
装置の帯域を回避可能

無線に関するご注意
この製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・
科学・医療用機器のほか、工場の製造ライン等で使用
されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する
無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無
線局）並びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）
が運用されています。
• この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内
無線局及び特定小電力無線局並びにアマチュア無線
局が運用されていないことを確認してください。
• 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対し
て有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やか
に使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波
の発射を停止）してください。

本製品の銘板に関するお知らせ

(bottom_ja_02)

本書の記載内容に関するお知らせ
本書に掲載されているイラストや画面は、すべて説明
のためのものです。
本書に記載されている会社名および商品名等は、各社
の登録商標または商標です。
ソフトウェアは改良のため予告なしにバージョンアッ
プすることがあります。

注意

お知らせ

高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品

2.4FH5/XX4

機種名（品番）、製造番号（シリアルナンバー）、電
源条件などの情報は、製品の底面にある銘板また
は銘板付近に表示されています。製品を紛失した
場合などでもご自身のものを特定していただける
よう、機種名と製造番号については以下の欄にご
記入のうえ、大切に保管していただくことをお勧
めします。

機種名 

製造番号
Ja 5



はじめに

本機でできること
• 本機は、CD、Bluetooth、ラジオなど、多彩な音楽ソースを再生できる「デスクトップオーディオシステム」です。

• アラーム機能や充電機能を搭載。日々の暮らしを便利に、豊かに彩ります。　

• モバイル端末アプリ「Multimedia Music Controller
マルチメディア　ミュージック　コントローラー

」（無料）を使うと、再生や各種設定が簡単にできます。「Multimedia Music Controller」を App Store または
Google Play からダウンロードしてください。

Bluetooth CD USB

Multimedia Music
Controller

 IntelliAlarm
インテリアラーム

で心地よい目覚め 
「アラーム機能を使う（IntelliAlarm）」

多彩な音楽ソース
「再生する」

スマートフォンを本機の上に置くだけで充電
「モバイル端末を充電する（Qi）」
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はじめに
本書について
本書では、本機の時計を設定し、Bluetooth で音楽を再生するまでを案内して
います。本機のすべての機能と操作方法については、PDF 版の「取扱説明書」
をご覧ください。以下のウェブサイトからダウンロードできます。
https://download.yamaha.com/

• iOS および Android 端末を総称して「モバイル端末」と表記しています。
• 本書ではiOSの画面を使用しています。画面はOSやバージョンによって異な
る場合があります。

• マークについて

お知らせ 使用時の注意点や機能の制約、知っておくと便利な補足情報です。

関連情報が記載されているページです。

 関連情報は取扱説明書に記載されています。

付属品

スマートフォンなどで左記 QR コードを読み取り、取扱説明書の
ウェブサイトにアクセスすることもできます。
QR コードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

クイックマニュアル（本書） 取扱説明書

安全上のご注意

電源を入れる

時計を設定する

Bluetooth で音楽を聴く いろいろな入力ソースを再生する

もっと便利に使う

故障かな？と思ったら

主な仕様とその他の情報

リモコン クイックマニュアル（本書）

滑り止めパッド
Qi 充電の際に使用します。

詳しくは取扱説明書をご覧ください。
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各部の名称

本体
1～3、6、7はタッチセンサーです。指先で軽くタッチするだけで操作
できます。

1［z］電源オン /スタンバイ（ 10 ページ）

2［y］入力ソースの切り替え

3［1、2、3、4、5］SCENE
シ ー ン

機能

4［ ］充電スポット

5 SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

6 オーディオ操作

7［ / ］音量＋ /－

8 ディスプレイ（ 10 ページ）

9 ディスク挿入口

0［=］ディスクの取り出し

A リモコン信号受光部（ 10 ページ）

B AUX 端子（ミニジャック入力）

C HEADPHONES
ヘッドホン

端子
ヘッドホンを接続しているときは、本体から音は出ません。

D サービス用端子
メンテナンス時に使います。

E USB 端子

F FMアンテナ

G 電源コード（ 10 ページ）

AUX HEADPHONE USB
5V 1.0A

1 762 3 54

A8 09

B GC D FE

上面 / 前面

背面
8 Ja



各部の名称
リモコン
1 赤外線信号送信部（ 10 ページ）

2［=］ディスクの取り出し

3 入力ソースボタン（ 11 ページ）
入力ソースを切り替えます。

4 SCENE
シーン

機能

5 SHUFFLE
シャッフル

/REPEAT
リピート

6［ / ］音量＋ /－

7［ ］再生停止

8 カーソル操作ボタン（ 10 ページ）

9 OPTION
オプション

（ 10 ページ）

0 ALARM
アラーム

A SNOOZE
スヌーズ

/SLEEP
スリープ

B［z］電源オン /スタンバイ
（ 10 ページ）

C RX/TX

D オーディオ操作ボタン

E［ ］消音 /消音解除

F DISPLAY
ディスプレイ

G SOUND MODE
サウンドモード1

B

C

D

E

F
G

2

3

4

5

6

7

8

9

0

A

絶縁シート

電池の絶縁シートを引き抜いてから、リモコ
ンを使用してください。

絶縁シート
Ja 9



準備する
10 Ja

qwer 
ENTER

z

OPTION
電源を入れる
1 電源プラグをコンセントに差し込む

2［z］を押して、本機の電源をオンにする
本機前面のディスプレイが表示されます。

時計を設定する
1［OPTION］を押す

オプションメニューが表示されます。

2［er］で［ ］を選び、［ENTER］を押す

3［qw］で［時計設定］を選び、［ENTER］
を押す

4［qwer］で日付と時刻を設定する

5［ENTER］を押して確定する

10m以内 CLOCK

時計設定（年）
2020 June 26th 08:52AM

保存



再生する
$

Bluetooth® で音楽を聴く
Bluetooth に対応したモバイル端末やデジタル音楽プレーヤー（以下「Bluetooth 機器」）の音楽を再生できます。
お使いの Bluetooth 機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

1 Bluetooth機器のBluetooth機能をオンに
する

2［$］を押す
本機の入力ソースがBluetoothに切り替わります。

3 Bluetooth機器のBluetooth接続リストか
ら本機を選ぶ

接続すると、Bluetoothインジケーターが点灯しま
す。

4 Bluetooth 機器の音楽ファイルを再生する

お知らせ
• 接続できなかった場合は、Bluetooth機器から本機の登録情報
を削除して、手順 2～ 3の操作をもう一度行ってください。

• Bluetooth 接続を本機で切断するには、［$］を 3秒以上長押
しします。

TSX-B237 Yamaha

  iPod touch
Bluetooth

TSX-B237 Bluetooth
Ja 11
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